
津
奈
木
町
は
芸
術
文
化
に
よ
る
水
俣
病
か
ら

の
地
域
再
生
を
目
指
し
、
１
９
８
４
年
か
ら

「
緑
と
彫
刻
の
あ
る
町
づ
く
り
」
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
の
集
大
成
と
し

て
２
０
０
１
年
に
開
館
し
た
の
が
つ
な
ぎ
美

術
館
で
す
。
こ
と
し
で
開
館
20
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
現
代
美
術
家
の
柳
幸
典
さ
ん

に
よ
る
ア
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
展
が
開
か
れ
ま
す
。

芸
術
文
化
を
感
じ
る

町
の
小
さ
な
美
術
館
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【
特
集
】
つ
な
ぎ
美
術
館
20
周
年
記
念

ア
ー
ト
に
、

　
つ
な
が
る
。



こ
の
町
に
息
づ
い
た

文
化
芸
術
の
心
―
―

　

海
と
山
に
囲
ま
れ
、
自
然
豊
か

な
こ
の
町
で
は
、
漁
業
や
柑
橘
類

の
栽
培
が
盛
ん
で
し
た
。
ス
ー

パ
ー
が
無
い
時
代
、
漁
師
が
魚
を

捕
っ
て
く
れ
ば
、
そ
の
家
族
が
リ

ヤ
カ
ー
で
販
売
し
、
山
間
部
の
集

落
ま
で
届
け
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
１
９
５
０
年
代
に

水
俣
・
芦
北
地
域
は
水
俣
病
の
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
水
俣
病
に
よ
る
健
康
被
害
は

も
ち
ろ
ん
、
自
然
と
人
と
の
つ
な

が
り
や
人
と
人
と
の
絆
が
分
断
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ア
ー
ト
で
住

民
の
癒
や
し
と
地
域
を
再
生
し
た

い
。
１
９
８
４
年
、「
緑
と
彫
刻

の
あ
る
町
づ
く
り
」
の
取
り
組
み

を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
町
に
16

体
の
彫
刻
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
１
年
、
ア
ー
ト
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
つ
な
ぎ

美
術
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

　

有
名
な
作
家
の
作
品
展
を
開
催

す
る
同
館
に
は
、
町
外
か
ら
多
く

の
美
術
フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
開
館
し
て
３
年
目
に
来

館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ

ろ
、
町
民
の
利
用
が
約
３
割
だ
っ

た
た
め
、
町
民
が
ア
ー
ト
に
親
し

み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
企
画
を
検

討
。
こ
の
と
き
、
町
が
一
方
的
に

発
案
し
た
企
画
で
は
興
味
を
示
し

て
く
れ
な
い
と
考
え
、
企
画
の
段

階
か
ら
作
家
と
住
民
が
一
緒
に
作

り
上
げ
る
「
住
民
参
画
型
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
２
０
０
８
年

か
ら
始
め
ま
し
た
。
実
行
委
員
は

ア
ー
ト
に
興
味
が
あ
る
か
ど
う
か

　これまで10 年近く全国各地での滞在制作
や海外でも作品発表を続けてきましたが、津
奈木町のアートの取り組みは世界的に見ても他
に類をみない活動が多くあります。国際的な芸
術祭や一般的な美術館では入館者数や経済効
果が評価基軸となることがありますが、一時
的な経済効果や数字を追い求めるだけのあり
方に以前から私は疑問を感じていました。コロ
地域おこし協力隊（住民参画型アートプロジェクト業務担当）
大平  由香理さん（大泊）

ここがすごいよ！津奈木のアート

「
津
奈
木
町
と
い
え
ば
ア
ー
ト
」。
今
や
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
本
町
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ア
ー
ト
の
町
と

し
て
息
づ
き
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

水
俣
病
か
ら
の

地
域
再
生
を
目
指
し
て

で
は
な
く
、
地
域
活
性
化
の
た
め

に
協
力
し
て
く
れ
そ
う
な
人
た
ち

に
お
願
い
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
赤
崎
水
曜
日
郵
便
局
」（
２
０

１
３
～
１
６
年
）
は
廃
校
に
な
っ

た
旧
赤
崎
小
学
校
を
舞
台
に
、
見

知
ら
ぬ
誰
か
の
水
曜
日
の
出
来
事

が
書
か
れ
た
手
紙
を
交
換
す
る
企

画
。
そ
の
物
語
性
が
話
題
と
な
り
、

約
１
万
通
の
手
紙
が
届
き
ま
し

た
。
こ
う
し
て
本
町
は
「
ア
ー
ト

の
町
」
と
い
う
地
位
を
少
し
ず
つ
、

着
実
に
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

ア
ー
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が

始
ま
っ
て
37
年
。
津
奈
木
町
に
ど

の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。
同
館
の
楠
本
智
郎

学
芸
員
は
「
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
作
品
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

価
値
観
や
視
点
に
触
れ
る
機
会
が

増
え
た
と
思
い
ま
す
。
ア
ー
ト
だ

け
の
影
響
で
は
な
い
で
し
ょ
う

が
、
地
域
で
の
活
動
や
表
現
が
多

様
化
し
、
以
前
に
も
増
し
て
新
た

な
こ
と
に
挑
戦
す
る
人
た
ち
が
増

え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」
と

語
り
ま
す
。

　

多
く
の
人
、
物
、
場
所
を
つ
な

ぐ
能
力
を
秘
め
て
い
る
「
ア
ー

ト
」。
今
後
も
つ
な
ぎ
美
術
館
は
、

展
覧
会
や
住
民
参
画
型
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
日
常
に

お
け
る
美
術
の
可
能
性
を
追
究
し

な
が
ら
地
域
の
活
性
化
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

み
ん
な
が
ア
ー
ト
に

親
し
め
る
仕
組
み
づ
く
り

ナ禍を経て、今までのように何万人来場だ
から盛況、というような考え方は通用しな
くなってくると思います。津奈木町のアート
の試みは今後これからより一層大切になっ
ていくのではないかと確信があり、アートに
よるまちづくりに関して初の移住者となるこ
とに決めました。作品を通して町の魅力を
伝える担い手の1人になりたいと思います。
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つ
な
ぎ
美
術
館
の
歴
史

ア
ー
ト
が

町
に
も
た
ら
し
た
も
の

津奈木に住み、感じ、描く。
　美術によるまちづくりと収蔵品の充実を図るため、地域交
流型制作と個展を組み合わせた企画として毎年１人の作家を招
いてきました。作家は約４か月間、津奈木町の空き家を利用し
た住居で暮らしながら、美術館での個展開催を目指して制作。　　
　月に１回程度、地域へ向けたワ
ークショップを開き、住民と交流
しながら自身の制作に関する情報
やアイデアなどを探しました。滞
在中に制作した作品の一部は町内
公共施設で展示しています。

津奈木町婦人会

館内の受付や喫茶店運営、舞鶴城公
園までへのモノレールの運行などは全
て地元婦人会が町から運営を委託され
ています。「お客さんとおしゃべりする
のが楽しくて。アーティストもみんな友
達なんです」と語るのは、婦人会長の
石田ミサ子さん（桜戸）。美術館が建て
られる前はアートに興味がなかった皆
さん。「アーティストが来てくれたから、
住民同士の輪も広がり、津奈木の良さ
を再発見するきっかけとなりました。遠
くに出かけるときも美術館に行くよう
になりました」と話します。

美術館のベランダで婦人会が育てた植物。地
域住民に株分けし、各家庭で世話を続けた後、
《入魂の宿》の作品の一部として使われます。

PICK UP!

津奈木ってよかとこばい！津奈木ってよかとこばい！

Interview

アーティスト・イン・レジデンスつなぎ【2014-19】

令
和
３
年

令
和
２
年

平
成
29
年

平
成
28
年

平
成
26
年

平
成
25
年

平
成
20
年

平
成
14
年

平
成
13
年

平
成
11
年

昭
和
59
年

９
月
、「
柳
幸
典
つ
な
ぎ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
成
果
展
」「
ユ
ー
ジ
ン
ス
ミ
ス

と
ア
イ
リ
ー
ン
・
ス
ミ
ス
が
見
た

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
」
開
催

１
月
、《
入
魂
の
宿
》
が
「
み
ど

り
香
る
ま
ち
づ
く
り
」
企
画
コ
ン

テ
ス
ト
で
日
本
ア
ロ
マ
環
境
協
会

賞
を
受
賞

12
月
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
つ
な
ぎ
の
軌
跡
」
公
開

10
月
、「
西
野
達
つ
な
ぎ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
公
開

1
月
、「
赤
崎
水
曜
日
郵
便
局
」

単
行
本
発
売

11
月
、「
赤
崎
水
曜
日
郵
便
局
」

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

９
月
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
つ
な
ぎ
」
開
始

６
月
、「
つ
な
ぎ
の
根
っ
こ
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
開
始

１
月
、
つ
な
ぎ
美
術
館
が
地
域

創
造
大
賞
を
受
賞

４
月
、「
赤
崎
水
曜
日
郵
便
局
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

５
月
、「
住
民
参
画
型
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
開
始

２
月
、
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
推
進
賞
選

賞
受
賞

４
月
、
つ
な
ぎ
美
術
館
開
館

11
月
、
つ
な
ぎ
美
術
館
着
工

４
月
、
町
全
体
美
術
館
構
想
策
定
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柳幸典つなぎプロジェクト成果展 2021 Beyond the Epilogue

石の割れ目から聞こえる言
こ と だ ま

霊

《石霊の森》に響く地域のさまざまな
事象を伝える音を時間をかけて収録

　

柳
幸
典
つ
な
ぎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
３
年
目
の
成
果
展
が
、
９
月
11

日
（土）
か
ら
つ
な
ぎ
美
術
館
で
始
ま

り
ま
し
た
。
社
会
問
題
に
独
自
の

視
点
で
切
り
込
む
作
品
で
知
ら
れ

る
柳
さ
ん
。
事
前
調
査
で
町
を
訪

れ
た
と
き
に
、
水
俣
病
の
惨
状
を

描
い
た
作
家
の
石い

し
む
れ

牟
礼
道
子
さ
ん

や
写
真
家
の
ユ
ー
ジ
ン
・
ス
ミ
ス

さ
ん
の
作
品
を
展
示
す
る
施
設
が

こ
の
地
に
な
い
こ
と
に
衝
撃
を
受

け
、
石
牟
礼
さ
ん
の
文
学
に
ち
な

ん
だ
大
型
展
示
を
企
画
。
石
牟
礼

さ
ん
の
詩
な
ど
を
基
に
役
場
近
く

の
森
で
《
石い

し
だ
ま霊
の
森
》、
旧
赤
崎

小
学
校
舎
を
利
用
し
た
《
入

に
ゅ
う
こ
ん魂
の

宿
》
を
手
が
け
ま
し
た
。

　
《
石
霊
の
森
》
は
、
石
の
中
か
ら

言こ
と
だ
ま霊
が
聞
こ
え
る
様
子
を
表
現
し

た
作
品
。
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た

憩
い
の
森
と
そ
ば
に
放
置
さ
れ
た

無
数
の
石
か
ら
着
想
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
の
石
を
人
間
の
多
様
性
に

重
ね
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
石
に
近

づ
く
と
被
害
者
の
語
り
や
町
民
に

よ
る
石
牟
礼
さ
ん
の
詩
の
朗
読
、

郷
土
民
謡
「
平
国
六
方
踊
り
」
の

演
奏
と
歌
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

こ
の
踊
り
は
約
２
０
０
年
前
か
ら

伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
、
力
自
慢
の

侍
が
刀
を
抜
い
て
喧
嘩
し
そ
う
に

な
る
の
を
、
別
の
侍
が
な
だ
め
て

仲
裁
す
る
物
語
。
水
俣
病
を
め
ぐ

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
も
つ
な
が

る
と
思
い
採
用
し
た
そ
う
で
す
。

　
《
入
魂
の
宿
》
は
旧
赤
崎
小
学

校
の
プ
ー
ル
と
周
辺
を
宿
泊
施
設

に
改
修
。
水
中
に
下
る
ス
ロ
ー
プ

も
付
け
、
海
の
浄
化
が
自
然
界
の

微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
を
体
感
で
き
る
そ
う
。

敷
地
内
に
は
再
生
し
た
海
や
空
の

景
色
を
取
り
入
れ
る
作
品
を
設
置

し
、
公
害
を
見
つ
め
瞑
想
に
浸
る

空
間
を
新
し
く
作
り
出
し
ま
す
。

作
品
名
は
石
牟
礼
さ
ん
の
詩
「
入

魂
」
か
ら
引
用
。
柳
さ
ん
は
「『
海

に
魂
が
入
る
』
と
表
現
す
る
と
こ

ろ
の
海
と
天
が
結
び
合
う
瞬
間
を

描
い
た
美
し
い
詩
の
世
界
を
、
地

域
資
源
の
再
生
で
造
形
で
き
れ

ば
」
と
語
り
ま
し
た
。

　　【特集】アートに、つながる。

石の配置を終えた後も重機械による細か
い作業が進む《石霊の森》

《入魂の宿》に住民と美術館が育てたハー
ブなどをみんなで一緒に植樹

10 月下旬公開予定で工事が進む《入魂
の宿》

美術館 YouTube チャンネル

動画公開
新型コロナウィルスの影 響で、
無観客で行った「柳幸典つなぎ
プ ロ ジ ェ ク ト 成 果 展 2021　
Beyond the Epilogue」関連企
画の「対 談 姜尚中×柳幸典 」。
10 月 中 旬 に 美 術 館 YouTube
チャンネルで公開
予定です。右のＱ
Ｒコードを読み取
ってください。

《石霊の森》で柳さんの指示で重機械で大
小さまざまな石を配置

石
いしだま

霊の森
　津奈木町役場近くに植林されていたイチョウの森
と、同じく利用目的がなく保管されていた大量の玉
石を利用し、鉱物と植物そして人間の言葉を組み
合わせて造園するプロジェクト。
　四季と共に変化し成長していくイチョウの森の中
に点在する大小さまざまな形の石の割れ目から、
老若男女による石牟礼道子さんの詩の朗読などが
ひそかに聞こえてくる。それら珠玉の言霊は、まる
で硬い石の封印から解き放たれたかのようである。

入
にゅうこん

魂の宿
　旧赤崎小学校のプールとその周りを芸術体験が
できる宿泊施設として改修し、敷地全体をアートで
再構成するプロジェクト。プールを再活用すること
で、小さな動植物たちの箱庭的生息空間を育てる
と同時に、自然環境の壊れやすさについて体感して
もらうための装置として機能するように設計。「入
魂の宿」の名前は石牟礼道子さんの詩「入魂」か
ら引用。2022 年度からは期間限定で 1 日 1 組の
宿泊ができる予定。

柳幸典つなぎプロジェクト成果展  作品紹介

柳幸典《石霊の森》2021 年 《入魂の宿》イメージ図  制作：工学院大学樫原研究室《入魂の宿》イメージ図  制作：工学院大学樫原研究室
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公
式
確
認
か
ら
こ
と
し
で
65
年

と
な
る
水
俣
病
。
映
画
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
」
で
再
び
注
目
さ
れ

て
い
る
写
真
家
ユ
ー
ジ
ン
・
ス
ミ

ス
さ
ん
と
妻
ア
イ
リ
ー
ン
・
美
緒

子
・
ス
ミ
ス
さ
ん
の
写
真
展
が
９

月
11
日
（土）
か
ら
つ
な
ぎ
美
術
館
で

始
ま
り
ま
し
た
。

　

２
人
は
１
９
７
１
年
か
ら
３
年

間
、
水
俣
市
に
暮
ら
し
な
が
ら
患

者
を
取
材
。
１
９
７
５
年
に
刊
行

し
た
写
真
集
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ

Ａ
」
は
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
水

俣
病
が
世
界
で
広
く
知
ら
れ
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。　

　

会
場
に
は
、
ユ
ー
ジ
ン
さ
ん
の

助
手
だ
っ
た
石
川
武
志
さ
ん
が
夫

妻
を
撮
影
し
た
作
品
や
写
真
集
に

入
っ
て
い
な
い
水
俣
の
日
常
を
捉

え
た
未
発
表
の
作
品
な
ど
83
点
を

展
示
。
ユ
ー
ジ
ン
さ
ん
自
身
の
姿

を
収
め
た
も
の
や
漁
船
の
上
で
朝

食
を
と
る
漁
業
者
な
ど
、
海
の
恵

み
と
共
に
生
き
て
き
た
人
々
の
姿

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
イ
リ
ー
ン
さ
ん
は
「
水
俣
病

は
過
去
の
問
題
で
は
な
い
。
改
め

て
事
実
を
若
い
世
代
に
伝
え
る
こ

と
が
大
切
。
こ
の
地
域
で
写
真
展

を
開
く
の
は
大
変
意
味
が
あ
る
と

思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ユージン・スミスとアイリーン・スミスが見たMINAMATA

半世紀前の日常を写す
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人
々
と
協
力
し
な
が
ら
後
世
に
受

け
継
い
で
ゆ
く
こ
と
を
目
指
す
新

し
い
形
の
ア
ー
ト
作
品
で
す
。

　

五
十
嵐
さ
ん
は
「
島
を
往
来
す

る
人
々
の
歩
み
の
軌
跡
を
糸
に
乗

せ
て
形
に
し
た
か
っ
た
。
ア
ー
ト

が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
町
の
魅
力

が
掘
り
起
こ
さ
れ
、
自
分
た
ち
で

再
確
認
し
つ
つ
外
に
発
信
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　　【特集】アートに、つながる。

海
と
陸
を
つ
な
ぐ

百
本
の
糸

五
十
嵐
靖
晃
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
つ
な
ぎ
ま
ち
の
つ
な
ぎ
か
た
」

　

９
月
18
日
（土）
～
20
日
（月）
、
五
十

嵐
靖
晃
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
つ
な
ぎ
ま
ち
の
つ
な
ぎ
か
た
」

で
展
示
す
る
作
品
《
海
渡
り
》
の

制
作
実
験
が
旧
赤
崎
小
学
校
近
く

で
開
か
れ
ま
し
た
。
住
民
の
べ
40

人
が
参
加
し
、
弁
天
島
の
鳥
居
と

陸
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
１
０
０
本
の

糸
を
張
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

弁
天
島
は
赤
崎
地
区
と
干
潮
時

に
陸
続
き
に
な
る
島
で
、
頂
上
に

海
辺
の
集
落
を
見
守
る
よ
う
に
弁

天
様
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
明

治
時
代
に
は
す
で
に
執
り
行
わ
れ

て
い
た
と
さ
れ
る
集
落
の
「
弁
天

様
の
お
祭
り
」
は
、
近
年
は
高
齢

化
な
ど
で
継
承
が
難
し
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
《
海
渡
り
》
は
、
古
く
か
ら
地

域
に
伝
わ
る
弁
天
信
仰
を
住
民
と

共
に
ア
ー
ト
の
力
で
再
構
築
し
、

住民有志が 100㍍の糸を 100 本準備

《海渡り》作品公開
【期間】10/11 ㈪～29 ㈮
【場所】旧赤崎小学校近く

※その他イベントなど詳しくはつな
ぎ美術館ＨＰをご覧にな
るか、右のＱＲコードを
読み取ってください。
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